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北大水産業報
34(1)， 42-68， 1983. 

島布食類型分布の研究

111.東北地方における謹昆布食の類型一一知名度の分布

大石圭一*・三崎直彦*

Studies on the Distribution 01 the Kelp Eating 

Habit in Japan 

111. Suki-kombu eating pattern in the 

Tohoku district 

Keuchi OISHI* and N aohiko MISAKI* 

Abstract 

It is said th品，tthe degree of popularity of suki.kombu e乱tingis higher on the 
Pacific Oce品nside of Aomori Prefecture th乱non the Japan Sea side. In order 
to ascertain the品，bove，questionn品ireswere given ωthe foIIowing three groups; (1) 
661 members of the Aomori Seik杭suGakko， consisting mainly of hou日ewive自， (2) 
688 female students of Tohoku Women's Junior CoIIege in the city of Hirosaki， 
Aomori Pref.乱nd(3) 647 female students of Shokei Women's Junior CoIIege in 
Sendai， Miy乱，giPref. 
According to the results of the survey， the晶bovestatemen旬 onthe degree of 

popularity of suki咽kombuis true. Moreover， the degree gradualIy decrea舵d
toward the southern end of the surveyed are晶;e.g.， 70% in the city of Hachinohe， 
Aomori Pref.， 50% in Iw品お Pref.，20% in Miy品giPref. except in the Iwaki 
di前rict，品ndle坦sthan 10% in the Iw晶kidistrict， Miy乱giPref. 
It h乱自 beensuggested that the difference in popul晶rityof suki-kombu among 

the girI students was due to differences in the pla問自fromwhere the p乱rent日ofthe 
students c乱me. To test this hypothesis， data ob句inedwere analysed by the chi 
自qu品，remethod， 品ndthe foIIowing results were obtained: No relationship w品目
obtained between the popul品rityof suki-kombu among the girI students and the 
places their parents came from. Therefore， it seems that once the suki-kombu 
eating habit is estab!ished， it is not changed easily by lap田 oftime or by the 
movement of some dweIIers. 

緒言

わが国における一世帯当りの昆布食全体の量は， 日本海側一帯と近畿地方に多く，太平洋側K少な

いととが明らかにきれている1，2)。しかしとれとは反対に，漉昆布の消費量は青森県の八戸地方を中心

とした太平洋地域に多く，同じ青森県内であっても日本海寄りの弘前地方では漉昆布の消費はほとん

どない，といわれている。漉昆布3) というのは，東北地方で生産されるマコンブあるいはホソメコン

ブの薄い葉体を細く切り，浅草海苔のよろに漉いたものである。

*北海道大学水産学部食品化学第二講座

(Lα伽 atoryof Food Hygiene， Fac也ltyof Fisheries， Ilokkα偽 University)
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大石ら: 昆布食類型分布の研究III. 漉昆布食の類型

漉昆布消費の地域的特色，または漉昆布の知名度の分布を明ちかにするために，青森県全体，弘前

市および仙台市において，漉毘布の消費についてアンケート調査を実施し，東北地方における漉昆布

食の類型および知名度の分布を明ちかにするととができた。

また漉昆布の知名度の分析を行ない，その分布の持つ食文化的意義についても考察を行なった。

調査方法

調査対象

調査対象は次のよろである。

1. 青森県生活学校有志(青森県一帯 661名

2. 東北女子短期大学学生(弘前市 688名

3. 尚細女学院短期大学学生(仙台市 647名

調査用紙

1. 青森県生活学校

次の6項目について質問をし，回答を得た。

1) あなたは青森県に何年住んでいましたか。

1981年12月実施

1982年 2月実施

1982年 5月実施

1年来満 1-5年 6-10年 11-20年 21年以上

2) あなたは青森県のどとに一番長く住んでいましたか。ぞれは何年ですか。次の市， または郡のろ

ちかち選んで下きい。

イ.弘前市，黒石市，五所川原市，北津軽郡，南津軽郡，西津軽郡，中津軽郡 ( 年)

ロ.青森市，東津軽郡 ( 年)

ハ.八戸市，十和田市，三沢市，上北郡，三戸郡 ( 年)

ニ.むつ市，下北郡 ( 年)

3) あなたは 1年に何回ぐらい昆布を食ぺでいますか。

0回 1-5回 6-10回 11-20回 21回以上

4) あなたの近くに「すき昆布」を売っている唐がありますか。

ある ない

5) あなたは「すき毘布Jを1年に何回食ぺますか。

O回 1-5回 6-10回 11-20回 21回以上

6) あなたの性別，年齢を教えて下きい。

男女

10歳以下 11-20歳 21-30歳 31-40歳 41-50歳 51-60歳出-70歳 71歳以上

2. 東北女子短期大学および尚綱女学院短期大学

同様に，次の項目につき質問し，回答を得た。

1) あなたは「すき昆布」を知っていますか。

A) はい B) いいえ

2) 1A)の方の御両親の出身地(県名と市町村名)を知らせて下合い。

父の出身地 県 市町村

母の出身地 県 市町村

3) 1B)の方の御両親の出身地を知らせて下さい。

父の出身地 県 市町村

母の出身地 県 市町村

4) あなたの自宅住所と年齢とを知らせて下さい。
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Table 1. Result8 01側聞ey抑制lci-koゆ部

No・1 item I Goshog師品，raI Hir品，ga I Kuroishi I Ajig制師晶| Imabetsu 

I~品川時| 64 63 65 63 30 
answered No. 64 56 65 62 30 

①|吋r1 y'卿 。 。 。 。 。
1~ 5 。 1 。 。 。
6~ 1O 。 。 。 1 。

1l ~20 4 3 2 5 。
over 21 years 60 52 63 56 30 
no晶ns羽rer 。 。 。 。 。

① city， county IGoshog品W晶r品c.Min晶mi旬ugaml11K11ro6is05 hi c. Niぬ同ruI問
61 51 55 29 

the others 3 5 7 1 
O~ lO year日 。 1 。 1 。

1l ~20 11 5 4 5 1 
21~30 14 2 8 11 3 
31~40 16 14 12 13 9 
41~50 8 17 7 12 11 
51~60 6 8 20 10 4 
61~70 3 1 3 1 1 
7l ~80 。 。 。 2 。
no乱nswer 6 8 11 7 1 

③ o times 1 。 。 1 。
1~ 5 1 1 3 3 。
6~ 1O 4 4 2 2 3 
1l ~20 7 5 4 11 4 
over 21 time自 51 42 55 44 23 
no answer 。 4 1 1 。

④ yes 46 15 54 49 26 
no 18 38 7 13 4 
no answer 。 s 4 。 。

14 18 12 5 。
1~ 5 13 13 23 15 2 
6~ 1O 10 5 10 6 5 

1l ~20 7 4 7 4 11 
over 21 times 19 6 8 25 12 
no answer 1 10 5 7 。

⑥ m品le 11 1 1 16 2 
female 53 55 64 46 28 
no answer 。 。 。 。 。

① under 10 ye品開 。 。 。 。 。
old 

1l ~20 。 。 。 。 。
21~30 4 3 1 7 1 
31~40 10 16 11 19 6 
41~50 23 23 17 13 15 
51~60 12 10 27 12 6 
61~70 13 2 6 5 1 

over71 ye乱rsold 1 1 。 4 。
no answer 1 1 3 2 1 

④ rate of recovery 100.0 88.9 100.0 98.4 100.0 
(%) 

yesjans. No. x 71.9 26.8 83.1 79.0 86.7 
100(%) 
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大石ら: 昆布食類型分布の研究 III. 漉昆布食の類型

(A例noriSei加おuGakko). 
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3 1 。 。 。 。 。
1 4 1 3 。 。 1 
5 5 2 2 3 T 3 
46 29 38 36 65 50 60 。 。 。 。 。 1 。
Aomori C. Aomori C. Aomori C. Mutsu C. K晶mikita Towada C. Hachinohe C. 

47 32 34 36 68 49 64 
8 7 7 5 。 9 。
5 5 2 2 。 4 1 
2 3 5 2 5 8 4 
10 10 7 8 12 13 13 
9 8 7 13 15 13 6 
8 1 9 8 24 4 18 
2 4 3 3 9 2 17 
1 2 。 。 1 2 4 
1 。 。 。 。 。 。
17 8 8 5 2 12 1 

。 。 。 。 。 。 。。 2 1 。 2 3 。
1 2 3 3 5 3 4 
9 5 2 3 12 6 8 
45 30 35 35 49 43 52 。 。 。 。 。 3 。
37 35 29 37 64 51 64 
18 4 11 4 2 4 。。 。 1 。 2 3 。
5 1 4 5 。 2 。
7 10 9 4 6 5 3 
12 4 8 7 16 17 16 
4 9 10 8 18 12 28 
18 15 9 17 28 17 15 
9 。 1 。 。 5 2 

2 3 。 12 1 7 25 
53 36 41 29 61 51 39 。 。 。 。 6 。 。
。 。 。 。 。 。 。
。 。 。 。 。 2 4 
3 7 1 2 1 8 11 
10 10 5 12 8 5 6 
16 6 21 8 21 13 17 
9 9 9 9 24 14 18 
13 6 3 6 11 14 5 
1 。 。 4 1 1 。
1 1 2 。 2 1 3 

100.0 97.5 100.0 91.1 100.0 92.1 100.0 

67.3 89.7 70.7 90.2 94.1 87.9 100.0 
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以上の内容で，青森県生活学校有志者，東北女子短

期大学学生，尚綱女学院短期大学学生花対し，調査表

を配布して回答を得，それより漉昆布の知名度とその

分布を調ぺた。

調査結果

1. 青森県生活学校

青森県生活学校とは，青森県の協力の下に県内各地

域の代表者lとより，社会を阻害する諸問題をテー?と

して掲げ，主として主婦によって「豊かな地域社会を

築いていとろJとする運動を実践する団体である。今

回のアンケ{トは，青森県生活学校の各地域の代表者

一同が青森市に集って連絡協議会を開いているときに

必要枚数の質問用紙を配り，質問の趣旨を説明し，地

域住民の回答を依頼したものである。

30 

Fig. 1. Ratio of pesons who Imow 
where to buy suki-kombu to 
all questioned in perc唱ntage
(Aomori Seikatsu G品kko).

との質問表の回答結果を青森県の各地域ごとにまとめ，表111:示した。

質問111:対する回答によると，回答者のほとんどが21年以上青森県に住んでいる。質問21r.対する

回答では，大部分の人が現住所に最も長く住んでいて，在住期間は主に20-60年という人が多かった。

質問311:対する回答では，大部分の人が年21回以上昆布を食べている。質問4の漉昆布を売っている

Table 2. Re抑 lt8of 8U仰 ey0叫 thedegree of popmarity of拘 ki-kom加 (Tohok叫 Wo押印刷'J，句協必T
Oollege). 

district 

企EkGDoummshwooangp厄h1C袖由』G色ym民Syy αty 

Tsug品ru
district Higashit自ugaruCounty 

kMNN也血hlbE町aD旬a抽taU取uFzgg引uE町ng1EaUr白u白白EO四UOEhE七Wy y BもyAomori 
Pref. 

EThhMZOadmWdmeE1g血u、dYh1ajcoe旬bzC血bsyiEもb白yu&r叩色zyv 師血皿，oki愉白阻旬Nanbu 
district 

Other Pref. 

KAYEIFwK&EL旬aSagttmaaaeUkgPbai包四hPdz£RGEf Oe守RzwEefeもypt above 

MF1i1yK乱11g8ihiPmraef. Pref. 

lHOt仙heriPdro ef. 
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[1m叩lunkn何|
23 141 
7 21 
3 26 
6 18 
1 2 
4 32 
5 43 。 8 
4 29 

15 6 
12 6 
11 7 
12 10 
6 14 

18 15 
9 48 
4 20 
l 6 
28 24 
3 15 。 4 
2 13 。 7 

Imown 
(%) 

14.0 
25.0 
10.3 
25.0 
33.3 
11.1 
1仏4
0.0 
12.1 

71.4 
66.7 
61.1 
54.5 
30.0 

54.5 
15.8 
16.7 
14.3 
53.8 
16.7 
0.0 
13.3 
0.0 



大石ら: 昆布食類型分布の研究 III. 漉昆布食の類型

唐が近くにあるか，というのに対して，平賀地区だけが低く 26.896であったが，他の地区では 6796

以上である。特化八戸地区では 10096であった。乙の分布を図111:示した。質問5の漉昆布を年何回

食べるか，との質問に対して半数以上の人が年20回以下であって，一般の昆布を食べる回数に較ぺて，

漉昆布の方が少ないのが知られる。八戸においても年11-20回が28人， 21回以上は 15人で，漉昆

布は平均して月 1-2回食べられる程度である。質問6では， 回答者の大部分は女性であり， 30-60 

歳であった。ぞれ故回答者の多くは家庭の主婦と推察された。

2. 東北女子短期大学

回答者を自宅住所別に青森県内の各市，郡，青森県以外の者は各県に分け， それぞれの漉昆布を

知っている者と知らない者の数を集計し，知名度を次の式tとより求めた。

知名度=一主-=-x 100 
A+B 

A....漉昆布を知っている者の数

B.'・・漉昆布を知らない者の数

Fig. 2. Distribution ofもhedegree of popu・
larity of suki-kombu in Aomori Pref. 
in percent品ge (Tohoku Women's 

J unior Col1ege)・

Fig. 3. Distribution of the degre唱ofpopu-
I乱rityof suki-kombu in the Tohoku 
district in percent品ge (Tohoku 
Women's Junior Col1ege). 

各地域ごとに知名度を算出し， 表2を作り，青森県を図 2，東北全体を図3として示した。また回

答者の自宅住所と，回答者の父母の出身地とを集計し，表3を得た。表2と3，図211:よれば，漉昆

布の知名度は青森県の旧南部藩領在住の学生に多く， 旧津軽藩領在住の学生11:少なかった。漉昆布の

主な産地である八戸付近在住の学生には知名度が高く 71.496であり 3 乙の調査では最も高い値であっ

た。青森県外においても， 1日南部藩領であった秋田県鹿角郡および鹿角市， それらに隣接する北秋田

郡および大館市，岩手県などにおいては漉昆布の知名度は高く，北秋田郡付近は 54.596，岩手県では

53.896であった。
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T品ble3. Places where the parents of stud叩tswhoα附 weredωmefr，側 (Toho加 W仰 wns'
respectively・

The pla問自 fromwhere 

S 吉』田、
さ炉固、

5 炉、 5 ト通 5 炉3

1 
j 。軍i 

Hirosaki City K F 6 1 1 1 
M 6 2 1 2 1 1 

UK. F 73 3 1 1 4 5 1 
M 49 5 7 5 6 10 2 

Aomori City K F 5 1 
M 7 

UK. F 15 1 
M 1 11 ー. 2 1 1 

~ Kuroishi City K F 3 

回申
M 2 1 

UK F 1 20 4 
M 3 13 9 

Goshog品，war晶 Ciもy K F 1 2 
M 3 1 

UK F 1 1 7 s 
』偉。 M 11 1 
Hig品目hi-tsugaruCounty K F 1 

j 温
M 司 ー 1 

UK F 2 
M 1 ー 1 

Kit晶・tsugaruCounty K F 4 
M 3 

UK F 2 2 23 1 
M 3 2 17 1 1 

Min晶mi-tsug品，ruCounty K F 5 
M 1 4 

刃包ぢ UK. F 42 

ji 
M 6 2 2 1 29 1 

N晶ka・句ugaruCounもy K F ー ー
M 

UK. F 8 
M 3 ー ー 4 1 

Nishiーも自ugaruCounty K F ー. ー. ー
M 

UK. F 2 司 2 
M 1 ー. 1 5 

E品，chinoheCi勿 K F 1 1 
M ー ー ー ー

UK. F ー - - 明.

M 咽
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3. 尚綱女学院短期大学

東北女子短期大学と同様に調査した。宮城県内に自宅のある者が多かったので，宮城県を仙台，磐

城，県北部，石巻，気仙沼の5地区に分け，宮城県以外は県Cとにまとめてそれぞれの知名度を算出

し，表4K示し， その分布を図41と示した。また回答者の自宅住所と回答者の父母の出身地とを集計

し，表5K示した。

表4と5，図41とよれば，宮城県で漉昆布の知名度の最も高い地域は気仙沼地区で 37.596，最も低

い地域は磐城地区で 5.996であり，他の3地区は 18-2496であった。東北女子短大の宮城県全体の漉

昆布の知名度は 16.796であったが，尚細女学院短大の宮城県全体の知名度は 22.796であって，両者

は著しい差ではない。またとの調査でも青森県全体は 55.696，岩手県は 44.696であって，高い値で

あった。

4. 東北女子短期大学と尚綱女学院短期大学

東北女子短期大学と尚綱女学院短期大学の両調査結果をまとめて，東北地方におげる漉昆布の知名

度として表6K示した。 とれにより，東北地方における漉昆布の知名度の分布を総括すると，青森県

南部地区をはじめとして， 秋田県鹿角，北秋田地区，岩手県全体においては， 知名度が40-5696で

あって最も高く，それに次ぐ宮城県は 2096である。以上の地域は太平洋に面している。 ζれに対して

青森県の津軽地区，北秋田地区を除いた秋田県，山形県全体は 10-1596であって，知名度は低い。福

島県と新潟県については，調査人数が少ないので結論を述べられないが，漉昆布の知名度は低いもの

と推察される。

- 52-



漉昆布食の類型大石ら:

C側 ti.側 ed

the p晶rentsof the fema!e student自 C品me

昆布食類型分布の研究 III.

Tota! む
陸
自
喧

O
Z

.M。
出
同
』
@
同
四
ム
』
?
。

。ヨ
d

調。回

叫
@
占
室
岡
沼
園
口
哲
陶

-3占
司

同

時

b
出

叫
申
占

S
E
H

.Mm
出
向

d
咽
母
国
判
明
白
宵

i E 
占志 i
jg i 

炉、

吉 h
SE 
母三 3
ぎ著書
雪 g つs
z ・同

昔話長
田凶

h
冒
5
0
S辺
百
喧
一
凶

』、

"'" 5 
3 長舎
ESb  Z 
誉主 O Q 
f皇宮号
:言.~ ~ e 
z図面 rI1

4 
4 

5. 漉昆布の知度名と父母の出身地との関係

女子短大生の漉昆布の知，不知の程度が，彼女らの父母の出身地と関連性があるか否かを知るため

に，東北女子短大生と尚紺女学院短大生とについて調べた。女子学生の居住地ごとに漉昆布を知って

いるかどうかと，父母の出身地とを表3と表5とに示した。

表2および表4から，青森県の南部地区と岩手県との在住者の回答者の半分以上が漉昆布を知って

いるので， 回答者の父母がその地域の出身者である場合，子供である女子短大生の回答者は漉昆布を

知っている者が多いのではないか， と考えた。そこでζれを確かめるために，東北地方の漉昆布を

知っている地域，つまり青森県南部地区，岩手県全体，秋田県の北秋田地区，宮城全体をまとめてA

地区と呼ぴ， ζれ以外の地区をB地区と呼んだ。これを図5K示す。なお尚綱女学院短大の結果の解

析には，漉昆布を知っている地域を青森県全体，岩手県，宮城県の気仙沼地区を A'地区と呼ぴ，そ

れ以外の地域を B'地区と呼ぴ， ζれを図6K示した。

次に， r漉昆布の知， 不知と父母がAまたはA'地区の出身であることが互いに独立した関係であ
る」との仮説をたて，X2を算出し，独立性の検定引を行った。乙の検定tとより， もし仮説が棄却され

れば，漉昆布の知，不知と，r父」または「母J，あるいは両者合計の出身地が漉昆布消費地帯である
か，とが，互いに独立している， とはいえない ζとになり，両者聞に関係がありうる，という乙とに

なる。また，仮説が棄却できなければ，両者は互いに独立であって，関連性がない，といえる。

χ2検定は，東北短大および尚紺短大の両学生の居住者の多い地区を次のように選んで実施した。

東北女子短大学生には a)弘前市， b)八戸市， c)岩手県
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T品，ble4. Result8 01 8旬仰eyon the degree 01 popul，日付ty01ωki-kO'lゆ包 (ShokeiW 0'Ine附 'J側 ioグ
Oollege). 

district 由h
 

known 
(%) 

Miyagi 
Pref. 

Sendai City 71 198 26.4 
Naωri City 2 12 14.3 
Iwanuma City 5 11 31. 3 

ITszh品uigom品gIi晶10mCjoi晶tyCCiitty y 
10 30 25.0 

Sendai 4 10 26.0 
disもricも 。 26 0.0 

Mshiyib品乱gti品，KC0111r1onkもyawa County 5 16 23.8 
2 14 12.5 

もoも品l 99 317 23.8 

Shiraishi City 。 3 0.0 

Kwk晶aaKtts乱1u1rttiaa，CICgioもuy unCtoy mty 

。 4 0.0 
Iw乱ki 1 6 14.3 
district 。 3 0.0 

total 1 16 5.9 

¥;叫waCity 2 8 20.0 

Northern kTouyroihm品araCCoOuunnty ty 
4 5 44.4 
1 9 10.0 

Miy品gi TodhShita，CbKu乱nmtyi 2 13 13.3 
district I Tam乱，tsukuri，Kami County 1 3 25.0 

もot晶I 10 38 20.8 

5 10 33.3 

districも County 
。 13 0.0 

tot品l 5 23 17.9 

Kesennuma kMeosteonynoudmi aCbCuiもnyty 
3 3 50.0 

di呂志ric色
。 2 0.0 

3 I 5 37.5 

Aomori Pref. 5 4 55.6 
Iwate Pref. 27 31 46.6 

Other Pref. Akit晶Pref. 。 17 0.0 
Yam品gataPref. 1 20 4.8 
Fukushim晶Pref. 2 19 10.5 
Other Pref. 3 1 75.0 

1 M胸 iPref. 118 407 22.7 

尚細女学院短大学生には d)仙台市

次Ir.各地区の χ2検定結果を述べる。

a)弘前市に往u'学生についてのP検定

東北女子短大における回答者のうち，弘前市居住者について表3より回答者の父母の出身地を A.B

両地区に分け，回答者を漉昆布の知，不知に分け，表7aのよろに「父J.r母J.r父と母Jcとに (2x2)
型の組合せを作った。表中のカッコ内の値は理論度数である。
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凶 10

Fig.4. Di此ribution自ofthe degree of 
the popularity of suki-kombu in 
Miy，品giPref.品ndin the Tohoku 
district in percentage (Shokei 
Womens' Junior College). 

Fig. 6. Showing the place of higher 
popularity of自uki-kombu(A' 
part) and the pl晶ωoflower 
popularity (B' part) (Shokei 
Womens' Junior College). 

Fig. 5. Showing the place ofhigher 
popularity of suki-kombu (A 
P品，rt)品ndもheplaωof lower 
popula.riもy (B P品rも) (Tohoku 
Women's Junior College). 

なお，理論度数miiは次式によって示きれる。

但し J-・・・実測度数

n'" ・総度数

i .・・・行の順位

j"・・列の順位

また.(2x2)型の組合せの自由度 (F)は次式によって示される.

F = (r-1) (s-1) = (2-1) (2-1) = 1 
但し f・・・・行の数

S'" •列の数

F=lのときのカイ二乗分布Pの値は次のようである。
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Table 5. 

The place岨fromwhere 

きさきささきjii
;i i l j jiiiiii 

Katt晶County K F 聞

M ー
UK F 
M 1 

Furukawa Ci色y K F 
M 

UK F 司

M 
~ 由a Kurih晶r晶 County K F 
図。 M 

UK F -. 
M 

Toyoma County K F 
M 

UK F 

長 M 
Toda & Shit品Counties K F 

M 1 
UK F 
M 

Tamatsukuri & K乱.mi K F 

ii Counties M 
UK F 
M 

Ishinom晶kiαv K F 1 
M 

匂。司 's 
UK F 

官
M 旬、

Monoo County K F 
M 

UK F 
M 司 l 

Kesennum晶 City K F ー
M 

UK F 
M 

MoもoyoshiCounty K F ー
M 

UK F 
M ー.
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Table.5 

The pl師団 fromwhere 

<il 

偉 トー

T， t>. T，若者 3
5k ぎさ占-Z垣
ヨぎ§自越去詰母
己主 g 晶-M233
e e ~ .g .~ð ヨ哲己
~局自 88 岩山凶

h
諸
Q
Z
o
怠
属

hA沼
0
2
w
-
M図
。
町
出

1 
K Aomori Pref. 

1 

UK 

1 

I _.- ! 

← T伽 --1云lFーI24 2 3 3~---~----~- 1-1-1 -
22 3 1 2 3 8 1 7 
77 9 8 2 1 10 18 11 3 
62 10 4 2 2 12 12 15 13 

1 

K 

UK 

K 

Iw乱tePref. 

Akita Pref. 

K Yamagat品Pref.

UK 

K Fukushima Pref. 

UK 

UK 

K Other Pref. 

P(.χ2 ~ 3. 841) = 0.05 
P(X2 ~ 6.634) = 0.01 

表7aより X02の値を算出すると， r父J，r母J，r父と母Jの値は， それぞれ 5.78，1.02， 5. 56であ
る。「父」と「父と母jとについては， 5%の危険率で仮説を棄却できるが， r母j についての仮説は
棄却できない。故fL， r父J，r父と母Jについては，漉昆布の知，不知と「父」または「父と母」とが
A地区の出身者かどうか， とは独立である， とはいえず，その関連性を否定できない。

b)八戸市に住む学生についての X2検定

前述の弘前市の学生の処理と同様にして表7bを作った。表より「父J，r母J，r父と母j との χ02の
値を求めると 1.41，O.∞， 1. 30となる。いずれの場合も仮説は棄却できない。ぞれ故，漉昆布の知，
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不知と親の出身地とは関連性がない ζとになる。

c)岩手県に住む学生についてのが検定

同様lとして表7cを作り， X02を求めると， 3.73， O. 01， 2.30となり，漉昆布の知， 不知と父母の出

身地とは関連性がない ζとになる。

d)仙台市に住む学生についてのが検定

前3者は東北女子短期大学生の回答についての検定であったが，今度は尚綱女学院短大学生の回答

についての検討である。前同様にして表5より表7dを得た。表7dより X02を求めると 0.65，1.39， 

1.98となり，いずれの場合も仮説は棄却できない。

以上， 3都市1県の居住の女子学生について， 漉昆布の知，不知と親の出身地との問の関連性を x2
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T晶ble6. C，仰必仇edre活協ltsof抑開eys側 thedegree of p叩ula1・ityof四 ki-加ゆ叫 (Toho恥
α時dShokei Womens' J.包叫必rColleges). 

Aomori 
Pref. 

Miyagi 
Pref. 

I known 
d耐 ict known I unknown I | 副 副且 (%) 

~irosa~i~~ity 23 141 14.0 
Aomori City 1ωo 2幻1 32拡2弘.3
Kuroゆoisぬ:hiCity 3 2鉛6 10.3 
Go自hρg晶w乱r品 City 6 18 25. 0 

T目s昭品釘r叩u H町王五iga邸slぬ耐hi廿帥i
district ! K阻it脇at旬加自飢u噌E喝ga紅，ruCounty 4 3沼2 1日1.1

Minamitsugぽ uCounty 5 4 10. 4 
Nakatsugaru County 0 8 0 
Nishitsug晶ruCounty 4 29 12. 1 

total 56 320 14.9 

H制 hinoheCity 16 8 66.7 
Tow乱d品 City 12 6 66. 7 

Nanbu I Sannohe County 12 8 60.0 
district I Kamikita County 12 11 52. 2 

Mu旬uCiけ，Shimoki旬。ountyI 6 14 30.0 

附 58 47 55.2 

A.omori Pref.・ 114 I 鈴7 I 23.7 

Send品iCity 71 198 26.4 
Natori City 2 12 14.3 
Iwanuma City 5 11 31. 3 
Izumi City 10 30 25.0 

8印刷 I Taganoj。αty 4 10 28.6 
district I Shioga~品 City 0 26 0 

Miyagi， Kurokawa County 5 16 23. 8 
Shib瑚 County 2 14 12.5 

total 99 317 23. 8 

Shiraishi， Kakut品 City 0 7 0 
Iw品ki I Watari， Igu County 1 6 14.3 
district I Katsuta County 0 3o  

同 1 I 16 I 5.9 
Furukawa Ci色y 3 10 23.1 

KTToo11ydroaihm，arSaah!:CitCo品bu"unCntoytuy nty 
6 10 37.5 

northern 1 11 8.3 
Miyagi 2 13 15.4 
distric色 Tamatsukuri， K乱miCounty 1 3 25.0 

tot乱l 13 47 21. 7 

丁I~凶omaki~Ciも 5 11 31.3 
Ishinomaki I Monoo Cou~ty 。 13 。
district 

toもal 5 24 17.2 
一一
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Table 6. Oont仇脚d

dis凶 ct 「一一 [unkn刊
known 
(%) 

3 5 
Ke呂田numaI Motoyoshi County 。 4 
district 

もot晶l 3 9 

Miy品giPref. 121 422 

豆0ak回dsiu世bemb白白ehyt色，yeK，zE品俊価脇明h田da旬OboGCvoOeu皿u旬勿 I 
2 3 

Akita Pref. 16 15 

Tohoku 9 62 

d耐tricも
Akita Pref. 27 80 

e畠zbeosvHe 
Iwate Pref. 55 55 
Y品magat乱 Pref. 5 40 
Fukushim乱 Pref. 2 23 

。もher NHro1gktk耳切aidPoref. 2 7 

district 3 13 
other Pref. 1 7 

Table 7. Ohi squαre test on the relationship be加eenthe knowled旬eof拘 ki-komhu
wtnong the girl stw1entsα叫dthe placω where their pα何処お ωmefr，仰 l.
a. Hirosaki city， b. HacM免ohecity， c. lwate Pref.， d. se処daicity， 
晶) HirOB品kiCity 

Father 

A B 

known 7( 3.27) 16 ( 19.73) 
unknown 16(19.73) 123 (119. 27) 

tot品l 23 139 

1 1 1 1 1 
χ材@♂z=(伶3.73)2十一一+一一一+.~-_ft-+ 一一一一一 1=5日.7

¥ 3.27 ' 19.73 ' 19.73 ' 119.27 I 

Mother 

A 

6( 4.26) 
24(25.74) 

30 

B 

17( 18.74) 
115 (113.26) 

132 

.. ....1 1 1 1 1 
XOI = (1.74)1 ~ 4.蕊+百;耳+扇瓦+百語"6)= 1.02 

-63ー

もot高l

23 
139 

162 

もotal

23 
139 

162 

37.5 。
25.0 

22.3 

40.0 
51. 6 
12.7 

25.2 

50.0 
11.1 
8.0 

22.2 
18.8 
12.5 



Table 7. 

Father and mother 

A B 初旬l

?ι 型:!?1J開手
問 53 271 

X02一一一211-B L L l +-LEー内川
- ¥V.-:EロI ¥ 7.52 T 38.48 T 45.48 T 232.52 I -u.u 

34(1). 1983. 

C側 ti附 ed

幸提業産水大北

tot品1

15 
6、

21 

Hachinohe City 

Father 

A B 

12 (12. 86) 3 (2. 14) 
6 ( 5. 14) 0 (0. 86) 

18 3 

弘
M

一回一則一
1 1 1 1 

X02 = (0.86)8 (-'n~no + 十一一一+一一 ) = 1.41 
¥ 12.86 ' 2.14 ' 5.14 ' 0.86 I 

年 l¥FJ:EFI77 
I 1 1 1 1、

♂= (0)2 (十+一+;;1 ¥ 15.0 ' 0 . 6.0 ' 0 / 

Father and mother 

A B totaI 

la10vvn 27(27.86) 3(2.14) 30 
u血 own 12 (11.14) 0 (0. 86) 12 …1瓦-「:「ム
χ02 = (0.86)2卜 1 十h-+ ，!:， A + -~on ) = 1.30 

¥ 27.86 . 2.14 ' 11.14 . 0.86 / 
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T油le7. Oontinned 

c) Iwate Pref. 

Father 

A 

BJlovvn 24(25.85) 
unknovvn 24(22.15) 

total 48 

B 

4(2.15) 
0(1. 85) 

._ _ _0  _ I 1 1 1 1 
X02 = (1.85)2卜二 十一一+一三一+一三、)= 3.73 

¥ 25.85 ' 2.15 ' 22.15 ' 1.85 J 

Mother 

knovvn 
unknovvn 

七otal

A 

27 (26.92) 
23(23.08) 

50 

B 

1 (1. 08) 
1 (0.92) 

2 

1 1 1 1 
X02 = (0.08)2 ( ー←+一一一 +一一一十 一)= 0.013 ¥ 26.92 ' 1.08 ' 23.08 ' 0.92 I 

Father and mother 

total 

28 
24 

total 

28 
24 

52 

A B total 

knovvn 51(52.77) 5(3.23) 56 
unknovvn 47 (45. 23) 1 (2. 77) 48 

l 一一L
total 98 6 104 

1 11  1 
X02 = (1.77)2 ( ~n~ "" + -.... :.... +一一一←+一一一)= 2.30 '52.77 ' 3.23 ' 45.23 ' 2.77 I 

d) 凶end晶iCity 

Father 

一一「-Eニー B' ニ t証言一

一虫丸Jト必誠一丁 }CiiijiirLi 
~taì -1----38一一「 -jji l 
X.2 =一…2i-1←ー 1 ー 1一+--~ート日目。¥--..，υI ¥ 10.03 ' 60.97 ' 27.97 ' 170.03 J - V'V  
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Mother 

known 
unknown 

もoも晶l

北大水産業報 34(1).1983. 

T晶ble7. 00叫ti泊包ed

A' 

8(11.09) 
34 (30.91) 

42 

B' 

63 ( 59.91) 
164 (167.09) 

227 

X02 = (3.09)2 (TT¥" + ---;;-}fiT + .}"一+.，，! 1¥1¥ ) = 1.39 
¥ 11.09 ' 59.91 ' 30.91 ' 167.09 I 

Father晶ndmother 

A' 

16 (21.12) 
64(58.88) 

80 

B' 

126 (120. 88) 
332 (337.12) 

458 

1 1 1 1 、
が=(5.12)2 ( .:'10' ......n + -wn.: nn + ~CI'" nn +一一一)= 1.98 

¥ 2l.l2 ' 120.88 ' 58.88 ' 337.12 I 

ωぬ1

71 
198 

269 

句協l

142 
396 

538 

検定したのであるが，弘前市の「父」と「父と母」以外は関連性がある，とはいえなかった。それ故，

次の結論が得られる。

女子短大学生の漉昆布の知，不知は親の出身地と関係がなく，漉昆布の主な消費地域に住んでいる

か否かによって決められる。つまり，漉昆布の知，不知tとは，学生の居住地付近の漉昆布の流通の程

度が影響しているのである。

考 察

青森県生活学校に属する者の居住地近くで，漉昆布を売っている庖の有無について調査した結果を，

表1と図1とに示した。それらによれば，青森県一帯にかなり広範に漉昆布が売られているととがわ

かる。

また，東北女子短大学生の漉昆布の知名度の調査では，表2および図21と示したように，知名度は

八戸付近に最も高く，八戸より弘前あるいは日本海方面に進むにつれて減っている。

女子学生の漉昆布の知名度と，学生の「父」または「母」の出身地が，漉昆布をよく食べる地域で

あるかどうか，の検討結果では，両者の関係が深い，という ζとにはならなかった。

漉昆布を売っている底は青森県に広く分布しているのに，漉昆布の知名度は太平洋側が高く， 日本

海側に行くにつれて次第に低くとZるという変化をみせ，例外はほとんどとZい。しかも，学生の漉昆布

の知名度と，学生の父母の出身地が漉昆布消費地帯である， という ζととはっきりした関係がないの

であるから，学生の漉昆布の知名度の高い理由を，学生の居住地が漉昆布の消費地であるのによる，

としなければならない。

既IL述べたように1)，2)， わが国では昆布食に7種の類型があり，昆布食普及の年代と関係があり，

昆布食類型がひとたびでき上ると地域に根づき，容易に変えちれなくなっている。 ζのととは漉昆布

tともあではまる。東北地方の太平洋銀IJの昆布多産地で発生した漉昆布食の習慣は，東から西に普及し

ていったが，南部藩と津軽藩の藩境にさまたげられ，容易に西進できなかった。また，一度確立した
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漉昆布食の習慣は容易にすたれ難く，漉昆布販売庖が広く普及しているのに，女子学生の知名度の分

布にはあまりにも地域差があるので，減昆布の販売努力は漉昆布の知名度にあまり影響のないζとを

示している。

漉昆布販売底有無の調査は， 30歳から 60歳の主婦を主な対象とした調査であり，漉昆布の知名度の

調査は 18歳から 20歳の女子短大生を対象にした調査である。年齢の差が調査結果に影響しているの

は勿論である。

宮城県における女子学生の漉昆布の知名度の調査結果は表4と図4とに示している。 乙れによれば，

宮城県で最も知名度の高いのは気仙沼地区の37.5%であって，また宮城県南部の磐城地区では 5.9%

で，宮城県で最も低い。磐城地区で低いのは，漉昆布の発生地から遠いととと，幕藩時代の地域的差

がそのまま現在に生きている ζとによるもの，と恩われる。

気仙沼および磐城地区以外の宮城県における知名度は 20%前後である。東北地方の北部で考え出

された漉昆布食の風習は，宮城県を通り抜けて更に南に伝えられつつあるのが，漉昆布の知名度の分

布から理解される。

秋田県における漉昆布の知名度の分布は地域によって著しい差がある。例えば，秋田県の鹿角市と

鹿角郡の知名度は 40.0%であり，大館市と北秋田郡は 51.6%であるのに， それ以外の秋田県では

12.7%である。これは，鹿角郡が明治4年まで南部藩に属していたのと関係がある，と思われる。秋

田県の 12.7%に対して，岩手県は 50.0%であり，乙の影響が鹿角郡や北秋田郡の知名度に反映して

いるのである。

以上，青森県，宮城県，秋田県の漉昆布の知名度の分布では，八戸地方にできた漉昆布食の習慣が

西進したが，津軽と南部藩境にさまたげられ，南部藩から秋田藩K西進したが，やはり藩境でさまた

げられた。南部藩領から漉昆布食風習の南進は比較的容易であって， 目下宮城県の磐城地区が南進の

前線という ζ とになる。

わが国の昆布食一般の普及は日本海沿いに南下したものであるが，南下の途中，東西への移動はあ

まり認められていない。とれは藩境もさる ζとながら，本州島の背骨をなしている山脈が交通のさま

たげになっていたから，と恩われる。いわゆる「塩の道」と称きれ， 山岳地帯を横切り，海岸から内

陸部IL達する文化運搬の道は，昆布食普及の例に見られるように，東西の道であって，量的に少なかっ

た， と推察される。

昆布食の類型分布は日本海を南下し，東西の交流がないままに，地域的に固定されてできたもので

ある。 ζの成立の図式は， そのまま漉昆布食の類型分布iともあてはまる。一度成立した昆布食文化の

容易に変らないのも，漉昆布食文化tともあてはまる。

要 約

漉昆布は東北地方の太平洋岸で消費されるが， 日本海側の消費量は少ない， といわれている。乙れ

を数量的に明らかにするため， アンケート調査を行なった。調査は主として年齢が30歳から 60歳ま

での青森県の各地の主婦661名と 18歳から 20歳の弘前市の短大学生688名と，仙台市の短大学生

647名とに対して行なった。その結果，漉昆布は青森県一帯で広く売られているが，消費傾向は太平

洋側，主として旧南部藩領!r.多く，日本海側，主として旧津軽藩領には少ない。また知名度では，漉

昆布取扱底の有無の程度以上に差がある。図1，2， 3で知られるように，八戸付近では知名度が高く

70%であるものが，南下して岩手県に入ると 50%となり，更に南下して宮城県に入ると 20%，宮城

県の南部の磐城地区では 6%で，更に ζれより南の福島県では急減する，と恩われる。 日本海側一帯

も低い値である。

ζれらの違いを，父母の出身地が漉昆布を多く消費する太平洋地域であるか否かに関係するのでは

ないか，と考えた。つまり親が漉昆布消費地の太平洋側の出身であれば， その子供の短大生も漉昆布
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を知っているであろう，と考えた。その考えを確かめるために.X2算出による独立性の検定を行なっ

たが，女子学生が漉昆布を知っている割合と，父母の出身地との聞に関係がある， と認められなかっ

た。それ故，漉昆布食文化は地域IL根ぎしているものであって，漉昆布の販売強化や個人の転居など

によって，女子学生の漉昆布の知名度の大小に影響はなく，昆布食とは文化度の強いものである， と

考えた。

謝 辞

ζの調査に当って次の各位の協力を仰いだ。

青森県生活学校運営委員一同，東北女子短期大学，尚細女学院短期大学

また調査結果の整理には菊地満美，小林良一，須藤暁美氏らの協力を得た。共に厚く謝意を表する。

文 献

1) 大石圭一・菊地満美・小林良一・須藤暁美 (1982). 昆布食類型分布の研究1.昆布食実態の分
析.北大水産業報.33(3) 172-187. 

2) 大石圭一 (1982). 昆布食類型分布の研究.II.昆布食類型分布の歴史的意義づけ.北大水産業報
33(3) 188-199. 

3) 野口栄三郎 (1968). 水産名産品総覧 4ふ46P.漉昆布.338P.光琳書院，東京.
4) 山元周行 (1976)・統計学要論(訂正版l.234P.明文書房，東京.

- 68ー


	0042.tif
	0043.tif
	0044.tif
	0045.tif
	0046.tif
	0047.tif
	0048.tif
	0049.tif
	0050.tif
	0051.tif
	0052.tif
	0053.tif
	0054.tif
	0055.tif
	0056.tif
	0057.tif
	0058.tif
	0059.tif
	0060.tif
	0061.tif
	0062.tif
	0063.tif
	0064.tif
	0065.tif
	0066.tif
	0067.tif
	0068.tif

